
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年も全国各地で災害が起こり、中でも記憶に新しいのが９月６日に発生した北海道胆振東部地震です。北海道

で初めて震度７を観測し、厚真・安平、むかわの三町に災害ボランティアセンターが設置されました。 

 災害ボランティアセンターは、大災害時に地元の社会福祉協議会が設置する、災害ボランティア活動の拠点です。 

主な役割としては、ニーズの把握（家の片づけなど）、情報提供、ボランティアの受け入れ等を行い、被災された

方に寄り添いながら、日常生活の再建をお手伝いします。 

このたび、その災害ボランティアセンターの設置運営にかかる協定を更別村と締結しました。 

災害時には村や北海道社会福祉協議会、その他多くの関係機関のご支援をいただきながら災害ボランティアセン

ターを運営し、なにより住民の皆さんに安心していただけるよう日頃からの取り組みをすすめてまいります。 

 

 

 

 

 

 

ふれあいは、赤い羽根共同募金助成金を受けて発行しています。 



【戸 別 募 金】   ７６９,８６４円 （８９４戸） 

【法 人 募 金】１,９４７,２７０円 （村内４５法人：1,786,270 円、村外２０法人：161,000 円） 

【事業所募金】   １１２,０００円 （３０事業所 ＊全て村内事業所） 

【学 校 募 金】    ３２,９５６円 （更別小学校、上更別小学校、更別中央中学校、北海道更別農業高校） 

【箱 募 金】    １６,６２４円 （セイコーマート、セブンイレブン、ポピーマート、更別郵便局ほか） 

【イベント募金】    １８,９５０円 （さらべつ大収穫祭、コムニの里夏まつり、ふれあい広場 2018 さらべつ） 

【個人篤志募金】   １４８,４９３円 （荻原 正 様、佐藤 勉 様ほか６名） 

【その他の募金】    ４２,３０３円 （クリアファイルや缶バッチ等寄付金グッズ、コカ・コーラ自動販売機） 

 

 

  

総額   募集期間：平成３０年１０月 １日～１２月３１日  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 集まった募金は、次年度の村内団体の福祉事業や、国内・道内の大災害時のために助成されます。↓↓↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 



【戸 別 募 金】 ５１２,６５０円 （８５０戸） 

【職 域 募 金】 ３４８,４０３円 （３５職域） 

【個人篤志募金】 １１５,０００円 （８名より） 

 

 

 

総額   募集期間：平成３０年１２月 １日～１２月２０日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集まった歳末たすけあい募金は、全額更別村 

社会福祉協議会に助成され、１０６世帯へ 

１０,０００円ずつ計１,０６０,０００円が 

年末に配布されました。（不足分は、地域からの寄付金を活用） 

長期在宅療養者（８名）、重度心身障がい者（１７名）、 

高齢者等世帯（７世帯）、高齢者一人世帯（５６世帯）、 

母子父子世帯（１３世帯）、寡婦寡夫世帯（１世帯）、その他の世帯（４世帯） 

 

 

30/11/12 

31/1/12 

30/10/5 

歳末たすけあい募金は 

全額『歳末義援金』と 

して、社会福祉協議会 

理事が対象世帯へお届 

けしました。 

～歳末たすけあい募金ご寄付～ 

更別ライオンズクラブ 髙木会長 



ご寄付ありがとうございます  

金 銭 預 託  

 
 
 

物 品 預 託 

ご紹介 介護タクシー

北海道運輸局の許可を得て、村内で介護タクシー事業の 

営業が始まりました。 

〇 身体障がい者手帳もしくは療育手帳をお持ちの方 

〇 介護保険の要支援１以上の認定を受けている方 

〇 一人での移動が困難な方・・・が対象になります。 

また家族や友人もご一緒に、合わせて四名まで乗車可能 

です。通院に限らず買い物や食事、旅行などにもご利用い 

ただけます。詳しくはお問合せください。 

行政区 お名前・団体名 金 額 内 容 

更別区 岡    タミ子   様 ２００，０００円 夫（巌 様）の逝去に際して 

更別区 塩 田  ミツ子  様 １００，０００円 夫（辰男 様）の逝去に際して 

本 町 大 谷  好 美   様 １００，０００円 夫（博徳 様）の逝去に際して 

昭和区 
辻    初 子   様 
     正 明  様 

１００，０００円 夫（良作 様）の逝去に際して 

花園町 上 田  英 俊  様 １００，０００円 母（清美 様）の逝去に際して 

平和区 河 瀬  壽八子  様 ２００，０００円 夫（義之 様）の逝去に際して 

― 匿    名   様 １００，０００円 法人のために 

― 
更別村ボランティア 

すずらん会  様 
３６，２００円 

ふれあい広場 リサイクルバザーの 
売り上げを福祉のために 

― 
更別村手をつなぐ 

親と子の会  様 
８，７００円 

ふれあい広場 縁日コーナーの 
売り上げを福祉のために 

行政区 お名前・団体名 物 品 払 出 先 

更南区 佐 藤  金 正  様 切手シート 1142 枚 社会福祉協議会の通信用に 

平和区 河 瀬  邦 男  様 防水シーツ等 福祉施設または災害用物品として 

勢雄区 勢 雄 婦 人 会   様 タオル 50 本    〃 

勢雄区 漁  勢  会   様 タオル 150 本    〃 

昭和区 昭和区女性部    様 タオル 57 本 〃 

― 匿    名   様 紙パンツ等 〃 

― 匿    名   様 タオル 136 本 〃 

― 匿    名   様 飲料 12 本 シルバーハウジングなどへ 

音更町 
北海道コカ・コーラ 
ボトリング株式会社 様 

飲料 9 ケース 一人暮らし昼食会などへ 

代表 原山 歩（曙町） 受付 ２４時間対応  

予約・お問合せ ０８０－６９３９－０５６０ 

 



江別市の非営利団体「リングプル再生ネットワーク」に 

送り、規定量に達すると、車イスや歩行器等の福祉用具 

と交換できます。 

行 政 区 お 名 前 

更別東区 アグリサポートさらべつ 様 

緑  町 更別どんぐり福祉会 様 

― 更別村国保険診療所 様 

本  町 中 村 節 子 様 

花 園 町 堀 井 久美子 様 

若 葉 町 町 野 春 義 様 

東 栄 区 堀   香奈恵 様 

勢 雄 区 宍 戸 功 治 様 

勢 雄 区 野 田   栄 様 

更別東区 橋 本 みち子 様 

更別東区 山 角 純 子  様 

更別東区 山 角 真 穂 様 

東 京 都 高 橋 輝、煌、盟 様 

 

「（公社）キリスト教海外医療協力会」に送っています。 

団体の活動資金になります。 

行 政 区 お 名 前 

花 園 町 三立運輸有限会社 様 

上更別区  北央道路工業株式会社 様 

更別東区 アグリサポートさらべつ 様 

緑  町 更別どんぐり福祉会 様 

― 更 別 幼 稚 園 様 

― 学校給食センター 様 

― 更別村農業委員会 様 

― 更別村役場産業課 様 

― 更別村役場住民生活課 様 

― 更別村役場建設水道課 様 

― 更別村役場保健福祉課 様 

― 更別村国保険診療所 様 

曙  町 岡   須 美 様 

東 栄 区 堀   香奈恵 様 

上更別南区 渡 辺 正 男 様 

勢 雄 区 島 田 富二子 様 

更 別 区 道 見 ミツ子 様 

更 南 区 佐 藤 金 正 様 

音 更 町 岡 本 幸 恵 様 

 

 

『配食サービス』･･･月～金曜の昼・夕方に、見守りを兼ねお弁当を配達します。（祝日除く） 

            週１回からご利用いただけます。 

                       料金はごはん付きで３００円、おかずのみの場合は２６０円です。 

『寝具乾燥サービス』･･･７月と１２月の年２回、使用している寝具をクリーニングします。 

              無料のため、住民税非課税世帯が対象です。 

『除雪サービス』･･･おおむね２０cm 以上の積雪時に、住宅周囲の除雪を無料で行います。 

             住民税非課税世帯が対象です。（実施期間：１２月～３月） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      対象者：①おおむね６５歳以上の方のみの世帯の方 

                           ②障害者手帳の所持者のみの世帯の方 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配食サービスのお弁当は、就労継続支援事業所の 

「クローバーモア」で作っています。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiKlNCOz53PAhXIHpQKHdvQAgUQjRwIBw&url=http://www.wanpug.com/illust273.html&psig=AFQjCNEa5UGnWQ1jalB3550Vs2iWoHSpxA&ust=1474449630308738
http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwirjuzPh5rjAhUKx7wKHepaALwQjRx6BAgBEAU&url=%2Furl%3Fsa%3Di%26rct%3Dj%26q%3D%26esrc%3Ds%26source%3Dimages%26cd%3D%26ved%3D2ahUKEwiV58TJh5rjAhWDebwKHaCFDM4QjRx6BAgBEAU%26url%3Dhttps%253A%252F%252Fwww.irasutoya.com%252F2014%252F07%252Fblog-post_5290.html%26psig%3DAOvVaw1SxRxeGI6LXR6h5G8xwsNC%26ust%3D1562288292442378&psig=AOvVaw1SxRxeGI6LXR6h5G8xwsNC&ust=1562288292442378


関係各位のご支援並びに赤い羽根共同募金の助成金により、社会福

祉協議会の一大事業「ふれあい広場」を 11月 25日（日）に開催す

ることができました。 

 当日は３００名を超える方が来場し、手作りコーナーや縁日、喫茶、

軽食、無料昼食、ハンドマッサージ、リサイクルバザーなど様々な催

事で多くの笑顔が見られました。 

メイン会場では、さらべつかしわ太鼓保存会少年部によるオープニ

ング公演に始まり、初めてお招きした帯広ひょっとこ会の踊りなど、

こちらも大いに盛り上がりました。 

午後からの“ささえ愛のまちづくり講演会”では、予防医学研究者

の石川善樹氏より『人生 100年時代の健康法』と題しお話いただき、

健康でいきいきと暮らすためのヒントをたくさんいただきました。  

ご来場された皆様、関係団体の皆様に心よりお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

当 日 の 様 子

縁日コーナー 

(手をつなぐ親と子の会) 

開会式 

日 

帯広ひょっとこ会 

赤い羽根募金ブース 

(共同募金委員会) 

ボランティアによる昼食準備 



＊ 入選者には、ふれあい広場当日に記念品を贈呈いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収  入 支  出 

共同募金助成金 ３５０,０００円 運営費 来場者粗品、広報費等 １７０,３１４円 

行 政 補 助 ７５,０００円 
事業費 

講演・催事経費 ２４８,３５３円 

自 主 財 源 ５２,１９８円 昼食コーナー ５８,５３１円 

４７７,１９８円 ４７７,１９８円 

 

喫茶（めぶきの会） 末広学級カラオケクラブ

（めぶきの会） 

さらべつうどんの無料昼食

ラブ（めぶきの会） 

福祉クイズ抽選会 

更別音頭 

(健やかクラブ) 

軽食販売 

(どんぐり福祉会) 
ささえ愛のまちづくり講演会

の会） 



男性と女性とでは“つながり”の持ち

方が異なる点も留意したほうが  

いい。女性はおしゃべりでつながる

けれど、男性は行為を通してつなが

るという研究がある。黙って同じ 

作業をしていく中で絆が深まるのが  

男性。 

お互いのことは話さなくてもいい。

だから目の前にお茶とお菓子が  

あっても困る。 

語らずともわかり合えるのが男の 

友情、語り尽くしても足りないのが

女の友情。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川善樹先生講演会より 

人生１００年時代の生き方を考える 

定年後の６５歳以上の１万３０００

人を対象に町内会、サークルなどの

会長や副会長、会計など役職につい

ている人と、普通の会員を比べた 

調査では、役職のある人の死亡率は

２８％も低かったうえ、認知症にな

る人も２４％低かった。 

役職者は外出する機会が増え、人と

のつながりが深り、やりがいや責任

感、達成感が生まれることが寿命に

プラスに働いているとみられてい

る。支え役の会計などの人にも同様

の成果が現れている。 

健康寿命にまつわる 

 

一番の長寿の秘訣 

死亡率が下がる 

人生１００年時代。寿命に対する 

常識は変化しています。人生の終わ

りは８０歳ではなく、１００年を 

前提として考えましょう。人生の 

本番の５０歳からの時期を充実させ

るにはどうしたらいいか。「あの頃は

良かったな」という思い出だけで 

半世紀を過ごすのは、もったいない

と思いませんか？ 

社会的に孤独な人は、亡くなりやす

い、早死にしやすいことが分かって

いたが、一方で、家族や友人とつなが

っている人は、ストレスがあっても

緩和することができる。いろんな 

組織に所属している人は、自分自身 

人間、本当は 1 つの組織にずっと 

所属していたほうが楽。気心知れて

話ができる。しかし裏を返せば、それ

は頭を使わずに済む。実際、研究でも

3 つ以上のコミュニティに属してい

ると要介護になりにくいという結果

が出ている。多種多様な人と交わり、

いろいろな話をすることで脳が活性

化する。 

急性心筋梗塞で入院した人が、お見

舞いに来る人と、サポートしてくれ

る人数により死亡率が変化する研究

によると、サポートしてくる人がい

ない人は、６ヶ月以内になくなる確

率が６９％。１人いると４３％。２人

以上いると、２６％。同じ病気で同じ

ような手術を受けて治療していて

も、サポートしてくれる人の数に 

より死亡率が違う。 

健康寿命を延ばすためのあれこれを

講演会から集めてみました。 

第９回『更別社協の社
しゃ

窓
そう

から』 

ささえ愛さらべつ（生活支援体制整備事業の 

協議体）は、地域の支え合いを広めるため、 

どのようなことに取り組んでいくのかを定期

的に集まり話し合っています。 

 

介護状態になりにくい 

 

のアイデンティティーの形成、生き

る目的が得られ、結果として長生き

するのではないかと報告されて  

いる。 



 

住み慣れた地域でいつまでも暮らしたいですか？と聞かれたときどのように答えますか？ 

若いうち、元気なうちは特にこだわらないかもしれません。好きな場所へ自由に自分で行けるからでしょうか。 

また、新たな友人関係やご近所関係をつくる力があるからかもしれません。 

         でも、少しずつ自由が利かなくなってきたり、運転免許を返納したり、病気がちになる等々、 

誰しも何かしらの不自由が生じてきます。その時、長く住み慣れた地域でずっと暮らしたいと 

いう思いが沸くかもしれません。 

 生活支援体制整備事業は、いかめしい名称の事業ですが、中身は助け合いをその地域の特性 

を生かしてすすめよう！というやわらかい内容の事業です。そして、助け合いがどうしたら皆 

さんに理解され広がっていくか、「誰が」「どのように」助け合いを広げたらよいかを協議する 

「ささえ愛さらべつ」という場があります。 

更別村の中でも地域が異なりそれぞれ特性があります。村内全般にこの活動が広がっていく 

よう、一度「ささえ愛さらべつ」の活動を知っていただきたいと思います。  

つながるために 

アメリカのホルトランスタッドとい

研究者によると１４８の研究（総勢

３０万人）をメタ解析した結果、長寿

に与える影響は 

① つながりがある 

② たばこを吸わない 

③ お酒を飲み過ぎない 

④ 身体を動かす 

⑤ 太り過ぎない 

という順位が明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若くみせるよりも 

になる 

“つながり”を保つために何がいちば

ん必要か。不機嫌で威圧的でわがま

まだと、周りからも疎んじられる。 

だから、男も女も必要なのは「かわい

らしさ」。 

演じるのではなく、その人自身の 

魅力が問われるから、案外難しい。 

しかし高齢期になると介護の必要が

出てきたりもするため、何かと周り

が世話してあげたく 

なるような人である 

ことが大事。 

ほめ言葉。アブハズでは若さが価値

なのではなく、年を重ねることに対

して非常にポジティブなイメージが

あるということ。 

若さに価値を置いていると、年を 

取ることはつらい。昔は高齢者が敬

われる制度があった。お祭りは年功

序列で、年を取らないと就けない役

職も。社会の文化、規範として、高齢

者を大事にすると、年を取ることに

ポジティブなイメージを持てる。 

予防医学の観点からは、健康のため

に座りすぎるなとかテレビを見すぎ

るなとか、ノウハウはいくらでもあ

るが、人生１００年時代は、病気予防

のために行動を変えるより、感性を

磨くことのほうが大事。何がやりた

いのか、何が楽しいのか。それらを 

模索し、かわいいおじいちゃん、おば

あちゃんになることを目指す。 

 

＠sasaeai.sara 

で検索！ 

ロシアとジョージアの間に位置する

アブハズ（アブハジア）という地域で

は、「お若いですね」というあいさつ

は失礼にあたる。若さよりも年を 

重ねることに価値を置いているから

である。「年を取って見えますね」が 

 久しぶりの 

社協コラム 



＊＊＊ 編 集 後 記 ＊＊＊ 

次世代の子どもたちに残したいことは何だろう？ 

生産年齢人口の減少、社会保障費の増加等々ありま

すが、 

一人ひとりがより良い未来、地域共生共社会をつくるため

に、できることから取り組む。 

 自分事として何ができるのか、何をすべきなのか。いつやる

のか？今でしょ！（Ｅ） 

 さらべつ社協だより編集委員会 

委員長 瀧上 健一 

委   員 荻原 悦子、遠藤 ともみ、小野 香菜子 

昨年１１月、更別村の友好姉妹都市である宮城県・東松島市より千葉春雄団長を中心に８名の福祉関係者が来村

され、シルバーハウジングの視察、さらべつ介護カフェへの参加、生活支援体制整備事業についての意見交換など 

を通して社会福祉協議会としても改めて 

交流をさせていただきました。 

 平成２８年１０月には本会から２名の 

職員が東松島市に伺っており、震災時の 

福祉避難所や施設運営等貴重なお話をお 

聞きし、学んできたところです。 

人材交流のみならず、物産交流、子ど 

も交流等が今後も継続され、両市村の絆 

がさらに深まり、ますます発展していく 

ことを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉協議会では“心配ごと相談所”を開設しています。 

開 設 日  月曜日～金曜日（年末年始・祝日除く） 午前８時３０分～午後５時１５分 

相 談 員  更別村社会福祉協議会 岡事務局長    野々村福祉活動専門員 

○ 困りごとについて一緒に考えます。 

○ 必要な専門機関をご紹介します。 お電話は、５３－３５００へ 

 

 

 

 

 

 

 

１月の手作業作品「くるみボタンのマグネットフック」 

 

対象者：村内の６５歳以上の方（事前登録必要） 

開催日：毎週木曜日 １０時～１２時 

場 所：老人保健福祉センター  利用料：２００円 

 

【さらべつ社協だよりふれあいＮｏ.88 ／平成 31 年 2 月 12 日】社会福祉法人更別村社会福祉協議会 

〒089-1531  河西郡更別村字更別 190 番地 1 更別村老人保健福祉センター内  

ＴＥＬ（０１５５）５３－３５００ ＦＡＸ（０１５５）５２－２１６１  

法人代表メール：sara-shakyo227@abelia.ocn.ne.jp   

ホームページアドレス：http://www.shakyo.or.jp/hp/160/  

～ 元気クラブ 開催中 ～ 

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiJ7MrSqoDgAhWGAIgKHU-BBQMQjRx6BAgBEAU&url=https%3A%2F%2Fwww.sozailab.jp%2Fsozai%2Fdetail%2F943%2F&psig=AOvVaw3IdDMNCRErK-Q8QRf0y1xz&ust=1548210207968335
https://4.bp.blogspot.com/-PlYp-ZoYYME/Wn1aKKwc9-I/AAAAAAABKSk/7TEoF06_b_0tTGv17fGMHCNAtJfSNx2zQCLcBGAs/s800/phone_kotei_denwa.png

